


※著作権の都合上、『道成寺縁起絵巻』の画は省略します。





その後、道成寺の僧侶の夢に、この女と若僧が二匹の蛇となって現れたので法華経供養を
営みます。すると数日後、二人は穢れのない姿で再び夢に現れ、仏の世界に帰ったと告げ
ます。そもそも、二人は法華経の教えを伝えるために出現した仏の化身であったのです。

道成寺伝説

•仏教説話・道成寺縁起（仏教の教えを説く）

↓

•恋愛部分がクローズアップ

↓

•様々なジャンル・作品に脚色される＝アダプテーション

女⇒清姫（きよひめ）
若僧⇒安珍（あんちん）

安珍清姫伝説

古典芸能における道成寺伝説

•文楽

•能

•歌舞伎

文楽（ぶんらく）：人形浄瑠璃（にんぎょうじょうるり）

•文楽の特徴
・江⼾時代に歌舞伎と人気を⼆分
・人形を遣う（人間にはできない動き、仕掛けによる演出が可能）
・複雑な人物関係を伴う歴史⻑編

•⻑いストーリーの一場⾯に、恋をする少女が男を追いかけて川を渡る
場⾯を挿入
恋する少女：清姫という名前だが、道成寺縁起の女とは別人物
男：実は親王・敵から逃れるために安珍という僧侶に
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